














































































































































































































































































































































































































（ｉ）テアル形が空間的存在様式を表す動詞〔＋ loc ，＋ ext 〕（「置く」など）






（ ii ）テアル形が対象を変化させることを表す動詞〔＋ t ，＋ ch 〕に後続する場










（ｖ）（ ii ）、（ iii ）の意味からこの意味が派生する。
（ ii ）から派生したもの。「（時間）まで」という語で規定される。
1) 　吉川は、主体の変化を表す「変化動詞」も〔＋ ch 〕という記号で表している。
－11－





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































吉川 （ｉ） （ ii ） （iii）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［Ｘ：情景描写文］ 未然 進行 既然（結果）





人間や動物 テナイ　　　 テイル　　 テアル　　
自然の力　 ラレテイナイ ラレテイル ラレテイル
「被害」　 ラレテイナイ ラレテイル ラレテイル
［Ｙ：行為描写文］ 未然 進行 既然（結果）




「目的」なし テイナイ テイル テイル　　
「目的」あり テイナイ テイル テアル　　
［表５ー１］1)
ここで一つ付け加えておくことがある。益岡（1992）では、テアルと外的連関
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